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アメ リカ の住宅産 業及び住宅 問題 の研究 を
専門領域 と して 10年 ほ どにな ります｡咋年度
末 に､ これ までの研 究成果 を ｢米 国住宅産業
の成立 と展 開｣ とい うテーマで博士論文 にま
とめる ことがで きま した. しか し､ ここに辿
り着 くまで にはさまざまな貯 余曲折が あ りま
した｡
そ もそ も私 が研究者 を志 した当初 ､専門的
に研究 した い と考 えて いたの は 日本のバ ブル
経済 の問題 で したO現代資本 主義 にお ける擬
制資本市場 の肥大化 の意 味 を理論的 に解 明 し
たい とい うのが 当時 の問題 意識で したが､そ
の根底 には ､次 のよ うな学部 生時代の素朴な
実体験があ りま したO
私が京都 大学 に入学 したのは 1989 年です
が､翌年の 1990年 に､両親が仕事の都合で岡
山か ら大阪 に転勤す る ことにな りました｡実
家 には 15 年近 く飼 って いる愛犬が いました
ので､当然庭 付 きの戸建て借 家 を探す ことに
な りま したが ､時はバブル の絶頂期で､手 ご
ろな物件 は容 易 には見 つか りませんで した｡
私 も何度か 母 に同行 して家探 しを しま したが､
不便な郊 外 の物件が ほ とん どで､鉄道駅以外
に何 もな い郊外 の新興住宅地 を訪れた時は､
そ こに 日中取 り残 され る寂 しさを想像 して陰
密 な気分 にな りま した｡家探 しが難航す るな
かで､一時 は愛犬 を手放 してマ ンションに住
む とい う選択肢 まで 出て ､ひ どく落ち込んだ
のを覚えて います｡結果 的 には､経済的 にや
や無理 を して庭付 き戸 建て に住む ことにな り､
愛犬 も手放 さず に済 んだのですが､ この時の
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経験 は､私がバ ブル経済 の矛盾 を強 く意識す
るきっかけ とな りました｡
このよ うな 問題意識か ら､修士論文 のテー
マ と して私 が選 んだ の は､｢ア メ リカ の土地
市場 と不動産 の証券化｣ とい うもので した｡
バ ブル経済 の 日米 比較 を念頭 に､証券化 とい
う金融市場 の最新 の動 向が土地価 格 に与える
影響 を考察 した い と考 えたか らです｡しか し､
日本 のよ うな全 国的な地価統 計が アメ リカに
はな いな ど､資料収集 に行 き詰 ま り､結局､
修士論文では 60- 70 年代 にお ける住宅金融
の証券化 の動 向 を まとめるに とどま りました｡
以後 ､資料 の制約 もあって ､私 の研究対象 は
住宅金融 か ら住 宅産業へ と移 って いき､また
時代 も 60- 70年代 に とどまるな ど､当初の問
題意識か らはか な り遠 ざか る結果 とな りまし
た｡ い くつか の論文 をま とめつつ も､研究の
方向性 は常 に模索 して いる状態で した｡
そ の意 味で は､今回の博士論文 で､曲が り
な りにも 90年代論へ と研究 を進一め､当初の住
宅金融 の研究 と住宅産業論 との接点 を見 出せ
た ことに､私 として は一定 の手 ごたえを感 じ
て います｡現在 ､ アメ リカの住宅市場が再び
バ ブル的様相 を呈す るもとで ､そ の反省 を抜
きに､ 日本で はアメ リカ をモデル とした住宅
政策 の改革が進行 しよ うとして います｡ アメ
リカの住宅市場 の構造 を明 らか にす る ことが
何 よ りも求 め られて いますが ､私 の研 究成果
はそ の端 緒 にす ぎ ませ ん｡｢あ らゆ る社会 的
生活 の基盤で あるはず の住宅 の取得 に､なぜ
庶 民が これ ほ どの負担 を強 い られな ければな
らな いのか｣ とい う素朴な疑 問が私 の研究の
出発点ですOこの原点 に絶 えず立 ち返 りつつ､
アメ リカの研 究 をさ らに前 に進 めて いきたい
と考 えています ｡
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